
創業塾が背中を押した、“自分の店”という選択
～お客さんの笑顔を、もっと近くで感じたくて～

高校卒業後、進学ではなく「働く」道を選
び、まんのう町にあるパン屋 “カレンズ” で
の仕事をスタートしました。
当時は、明確に「これがやりたい」という

目標があったわけではなく、「働きたい」と
いう気持ちが先にありました。兄がパティシ
エだったこともあり、親から「パン屋はどう
か」と勧められたことが、パンの世界に入る
きっかけでした。
毎日パンを作り、店頭に立ち、お客さんが

楽しそうに商品を選び、美味しそうに食べて
くれる。その何気ない日常の積み重ねが、大
きなやりがいへと変わっていきました。
技術が身につくにつれ、将来について改め

て考えるようになりました。そんな中で強く
心に思ったのが、 “自分の店を持てば、お
客さんの反応をもっと近くで感じられる
のではないか” という気持ちでした。パン
を食べて笑顔になる瞬間を、もっとダイレク
トに受け取りたい。それが、創業を意識し始
めた一番のきっかけです。

創業の原点は
“働くことが好き”

か分からない状態からのスタートでした。
創業計画書は、創業塾や商工会の支援を受

け、2～3か月かけてじっくりと作成しまし
た。最初は手探りでしたが、何度も相談し、
少しずつ形にしていきました。
そうして仕上げた計画書について、銀行の

担当者から「創業者で、ここまで詰めて書い
ている人はなかなかいない」と言われたこと
は、今でも忘れられません。
1人では難しかった準備も、商工会の伴走

支援があったからこそ、乗り越えられた壁
でした。

創業して実感した
“喜び”と“実感”

創業して良かったと感じるのは、お客さん
と直接会話ができること。「美味しかっ
た」というパンの感想だけでなく、「こんな
パンがあったら嬉しい」といった意見をその
場で聞ける。何気ない世間話、時にはアドバ
イスをもらうこともあり、それが何よりの励
みとなっており、人とのつながりを日々感じ
ながら仕事ができています。
一方で、創業後の苦労も少なくありません

でした。2月のオープン当初は繁忙期と重な
り、1日4万円の売上がありましたが、夏場に
なると客足が落ち、売り上げが安定しない時
期が続きました。余ったパンを保育所や中学
校へ販売しに行くなど、試行錯誤の連続。そ
の上、パン製造に加え、経理や試作など全て
を1人でこなす中で、精神的にしんどいと感
じることもありました。

最初は、ぼんやりでいいと思います。でも、
ある程度の目的を持つことが大事。やると決
めるのは自分自身です。
創業塾のような場に足を運ぶことで、学び

だけでなく、人とのつながりや視野の広がり
が得られます。その1歩が、将来を大きく変
えるきっかけになるかもしれません。

創業を考えている方へ

今後の目標は、さらなる認知度の向上。こ
れまで、創業塾同期であるWebライターの方
に記事を書いてもらうなど、情報発信にも取
り組んでいました。
しかし、Instagramアカウントが乗っ取ら

れ、約2,000人のフォロワーを失うという出
来事もありましたが、落ち込むだけでなく、
新たな方法でお店を知ってもらうための挑戦
を続けています。その1つが、マルシェへの
出店です。
普段は店舗でお客さんを待つ立場ですが、

マルシェでは多くのお客さんにパンを手に
取ってもらい、直接声をかけてもらえる貴重
な機会となりました。店舗での出会いに加え、
マルシェや情報発信を通じて、お客さんの
笑顔を励みに、これからも1人でも多くの
人にパンを届けていきたいと考えています。

今後の目標は
“認知度の向上”

創業をなんとなく考えていた時、市産業観
光課の職員に、商工会を紹介してもらいまし
た。そこで勧めていただいた “交流café” に
参加し、その流れで創業塾へ。受講前は「い
つかできたらいいな」という、ぼんやりとし
た考えでしたが、全4回の創業塾を通して、
創業への意欲は徐々に高まりました。
特に印象深いのは、最終日のグループディ

スカッション。業種も年齢も異なる参加者と
意見を交わし、様々な視点や具体的なアドバ
イスをもらえたことで、視野が一気に広がり
ました。創業塾が1番の後押しになったと思
います。

創業塾との出会いが
“決意”に変えた

創業までの最大の壁
“資金調達”

創業にあたり、最も苦労したのは、資金面
です。銀行からの借入に不安があり、そのた
めに必要な創業計画書は、何を書けばよいの
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